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中期経営計画「 Next Stage 2016 」 に関するお知らせ 

 
当社グループは、2012 年 6 月期～2016 年 6 月期にかけての中期経営計画「Next Stage 2016」を

策定致しましたので、お知らせ致します。 
 医療機器分野を中心に収益拡大を図り、2016 年 6 月期には、売上高 300 億円を達成することを目

標とし、更にその先において連結売上高 1,000 億円企業になることを目指して参ります。 
 

記 

 
１．目標達成のための基本方針 
当社グループは、「低侵襲治療製品を機軸とし、開発から製造・販売までトータルサポートできる

グローバル医療機器企業へ」を基本方針とし、中期経営計画「Next Stage2016」を策定致しました。 
中期経営計画「Next Stage 2016」の達成のためには、厳しい事業環境の中、以下の課題に対処して

いくことが重要であると考えております 
1. グローバル規模での収益基盤の強化 
2. 患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充 
3. 素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出 
4. グループマネジメントの最適化 

詳細につきましては、別途添付資料をご参照下さい。 
 
２．連結業績の予想                   (単位：百万円) 

 売 上 高 営 業 利 益 
2011 年 6 月期（予想） 15,743 3,001 
2012 年 6 月期（予想） 17,058 3,301 
2013 年 6 月期（予想） 20,013 4,511 

 なお、2014 年 6 月期以降に関しましては、不確定要素が高いため、売上高・営業利益について、

開示致しておりません。 
 
3．補足 
なお、本リリースは現時点で入手した情報に基づき記述されたもので、リスクや不確定要素を含ん

でおります。当社の今後の主要販売市場である欧米や主要生産拠点であるタイ等での海外情勢の変化

や、製品価格の急激な変動などにより、上記に記述された内容と異なりうる点にご留意頂きたいと思

います。 
以 上 
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医療機器業界を取り巻く環境変化

医療保険制度改革

グローバル規模にて改革傾向～中国はプラスに寄与の可能性～

日本
– 厚生労働省により医療費抑制政策が推進され、加えて内外価格差の是正を目的として、

保険償還価格の引き下げや、診療報酬包括化等の医療制度改革が進行

米国
– 2010年3月に医療改正法が成立、政府からの医療費支出の増加や、被保険者の

増加が見込まれる
– 反面、医療機器企業への増税など様々な医療費抑制政策なども並行して対策が

取られることが予測されているが、それらの影響は現在のところ不明確

中国
– 医療保険の適用範囲拡大や地域診療ネットワークの拡大など、中国全土にて均一な

医療サービスが享受できる体制を目指した医療制度改革が推進されており、中国市場の
拡大をさらに後押しする可能性

薬事承認プロセス

グローバル規模にて承認プロセスの規制は厳しくなる傾向

日本
– 厚生労働省により承認遅延問題の解消に向けた取り組みが行なわれているものの、

未だ海外と比べて規制が厳しいのが現状

中国
– 医療機器の基準・法的システムの確立や医療機器安全性の強化など、

中国国家食品薬品監督管理局（SFDA）が監督管理を強化



All Rights Reserved.Copyright © ASAHI INTECC CO.,LTD. 2

これまでの中長期戦略の実績と成果

1 積極的なグローバル展開を実施し、世界85の国と地域に販売
～主力のPTCA-GWにおいて世界的なシェアを獲得～

直販体制への移行を目指して、販売・マーケティング機能を充実
～朝日インテックJセールス、海外販売拠点を設立～

研究開発型企業として競争力の高い製品群を開発
～1st Choice PTCA-GW “SION”、CTO用貫通カテーテル “Corsair” 等～

基礎技術の強化により、素材からの一貫生産体制の優位性を確保
～大阪R&Dセンター設立、ジーマ社取得による連結子会社化～

海外工場（タイ・ハノイ）の生産インフラ充実により収益構造を強化
～生産能力拡張、品質保証システムの確立～

2

3

4

5
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長期経営ビジョン

産業機器
部材メーカー

医療機器
完成品メーカー

医療機器
製造販売企業

研究開発

産業機器製造

研究開発

産業機器製造

医療機器製造

医療機器販売

研究開発

産業機器製造

医療機器製造

低侵襲治療製品の普及を日本から世界へ積極的に発信し、
全世界の患者のQOL（Quality of Life）を高めると同時に、

全世界での「ASAHIブランド」の確立を図る

連結売上高
1,000億円

連結売上高
300億円
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グローバル医療機器企業へ

Next Stage 2016
2012年6月期

～2016年6月期

5ヵ年計画

売上高

4

中期経営計画「Next Stage 2016」

300億円

上場
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中期経営計画(2013年6月期までの収益目標)
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中期経営計画「Next Stage 2016」の基本方針

1 グローバル規模での収益基盤の強化

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

グループマネジメントの最適化

2

3

4
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中期経営計画「Next Stage 2016」の基本方針

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

グループマネジメントの最適化

2

3

4

1 グローバル規模での収益基盤の強化
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グローバル展開の加速化と患部領域の拡大の継続

グローバル規模での収益基盤の強化

患部領域の広がり

市
場
の
広
が
り

循環器系 末梢血管系 腹部血管系

海
外
市
場

国
内
市
場

脳血管系

将来のフロンティア
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地域別の販売戦略マトリックス

患 部 領 域

循環器
末梢 腹部 脳

PTCA-GW PTCA-GW以外

販

売

地

域

日本

PTCA-GW 2012年2月より全面直販に切替し収益拡大を目指す。また循環器系製品の充実強化。

販売先 自社 セント・ジュード・メディカル社 センチュリーメディカル社

許認可 ○ ○ ○ ○ ○

米国

PTCA-GWはアボット社との長期契約に基づく。また、循環器系以外の領域での拡大を目指す。

販売先 ABBOTT 社 未定 現地代理店 未定 未定

許認可 ○ ○ ○ 2012年6月期 2012年6月期

EU

2011年7月からアボット社より現地代理店へ販売切替。PTCA-GW市場シェア拡大を目指す。

販売先 現地代理店 現地代理店

許認可 ○ ○ ○ 2012年6月期 2012年6月期

中国

循環器領域でのシェアアップに加え、患部領域の拡大目指す。

販売先 現地代理店

許認可 ○ ○ ○ 2013年6月期 2013年6月期

・・・・・重点領域

グローバル規模での収益基盤の強化
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 国内における開発及び販売の成功事例を海外に展開

10

日本における成功事例を海外に展開
グローバル規模での収益基盤の強化

CHINA JAPAN
USA

EUROPE

South East
ASIA

MIDDLE
EAST

AFRICA
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1. PTCAガイドワイヤーの直販化による収益拡大
 販売子会社 朝日インテックJセールスにて直販開始（2012年2月～）

2. PTCAガイドワイヤー以外の循環器系製品の強化
 バルーンカテーテル、ガイディングカテーテルの新製品投入

3. 循環器系以外の製品の市場シェアアップ
 末梢・腹部・脳血管系製品の積極投入

11

日本: 重点施策
グローバル規模での収益基盤の強化
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セント・ジュード・メディカル㈱との 販売代理店契約一部変更（延長等）

12

日本: PTCAガイドワイヤーの直販化による収益拡大-1

主力製品PTCAガイドワイヤー

2011年12月までセント・ジュード・メディカル社による販売

2012年01月はセント・ジュード・メディカル社と当社グループが併売

2012年02月より当社グループにて病院などに全面直接販売

PTCA-GC、血管造影用GW・カテーテル、ペリフェラル-GW
今後も引続き、セント・ジュード・メディカル㈱を通じて病院などに販売

契約期間：2011年4月1日～2013年6月30日

PTCAガイドワイヤーを除く他の製品

グローバル規模での収益基盤の強化

(2011年3月31日 プレスリリース)
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 朝日インテックJセールスにおける直販体制

 臨床現場の情報収集と蓄積・提供ができる
朝日インテックグループの最前線基地として設立（2006年3月）

 既に貫通カテーテル「Corsair」やPTCAバルーンカテーテルなどの製品は
数年前から病院などに直接販売を実施しており、着実に業績を拡大

 朝日インテックにて、数年前よりマーケティング機能を保有

 国内1,200施設・病院への販売ネットワークは構築済み

13

日本: PTCAガイドワイヤーの直販化による収益拡大-2

販売体制

PTCAガイドワイヤー

PTCAバルーンカテーテル等

その他GW以外

貫通カテーテル「Corsair」

腹部・末梢・脳血管

病院等

セント・ジュード・メディカル

センチュリーメディカル

循環器系

循環器系以外

グローバル規模での収益基盤の強化

<日本国内での販売体制>

2012年2月～
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1. PTCAガイドワイヤーの新たな長期契約に基づく安定的な販売
 アボット社との独占販売契約（～2018年6月）

– 薬剤ステント「XIENCE」などを通じて米国全土に渡る同社の強力な販売網を活用

 1st Choiceのガイドワイヤー「SION シリーズ」投入によるシェアアップ

2. 成長製品の販売チャネルの多様化
 貫通カテーテル「Corsair」 「Tornus」（2012年1月～）

– アボット社との販売契約終結（～2011年12月）

 PTCAガイディングカテーテルの販売

– TRI用シースレス製品

3. 循環器系以外の製品について販売強化
 末梢血管系製品の販売強化

 腹部血管系製品及び脳血管系製品の販売開始

14

米国 : 重点施策
グローバル規模での収益基盤の強化
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1. アボット社から現地代理店切替（2011年7月～）による
PTCAガイドワイヤー のシェアアップ

 地域に密着した現地代理店網を活用

– PTCAガイドワイヤー以外の製品については、既に現地代理店を通じて販売

 1st Choiceのガイドワイヤー「SION シリーズ」投入

2. PTCAガイドワイヤー以外の循環器系製品への波及拡大
 ラインナップ充実等の相乗効果

3. 循環器系以外の製品について販売強化
 末梢血管系製品の販売強化

 腹部血管系製品及び脳部血管系製品の販売開始

15

欧州: 重点施策
グローバル規模での収益基盤の強化
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欧州 : EU等のアボット社から現地代理店への切替に関する状況

16

Ireland 
U.K.
Norway
Sweden
Denmark
Finland
Malta

Netherlands
Belgium
Luxembourg
Germany
Austria
Switzerland

France
Italy
Liechtenstein
Spain
Portugal
Greece
Bosnia and 
Herzegobina
Slovenia
Serbia
Montenegro

Estonia
Latvia
Lithuania
Hungary
Bulgaria
Czech 
Republic
Poland

< アボット社から現地代理店に切替する地域 >

グローバル規模での収益基盤の強化

 欧州地域について現地代理店へ販売切替した目的

 製品優位性があるPTCAガイドワイヤーについて、地域に密着した代理店網を活用し、
市場競争に持ち込むことによって、更なる市場シェアの獲得を見込む

 PTCAガイドワイヤー以外の製品については、既に現地代理店を通じて販売

 ラインナップ充実等の相乗効果により、PTCAガイドワイヤー以外の製品の販売増加を見込む

 現在状況:欧州・中近東国数 62カ国・34社の現地代理店と契約締結について締結済み

< 現地販売代理店ネットワーク >
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北京駐在所を法人化、新たに上海に駐在所を設置予定

～代理店バックアップ強化～

 北京駐在所設立（2009年7月）

 北京子会社設立（2012年1月予定）

 上海駐在所設立（2012年7月予定）

17

中国 : 営業体制の強化
グローバル規模での収益基盤の強化

マーケティング・販売促進活動を更に強化し
現地代理店に密着したバックアップ体制を敷くことにより
成長著しい中国市場において更なる市場シェアを拡大

北京販売子会社の概要

商号 朝日英达科贸（北京）有限公司

事業内容 医療機器の輸入・販売

設立年月日 2012年1月 （予定）

本店所在地 中国・北京市朝陽区

資本金 500万人民元 （予定）

従業員数 6人 （予定）

LG TWIN TOWERS／EAST
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中期経営計画「Next Stage 2016」の基本方針

1 グローバル規模での収益基盤の強化

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

グループマネジメントの最適化

3

4

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充2
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基本的治療製品 付加的治療製品

ガイドワイヤー

ガイディングカテーテル

バルーンカテーテル
など

ステント(DES)
IVUS

など

低侵襲治療に必要な基本的治療製品について重点的に強化

当社グループの強化分野

低侵襲治療に必要な製品群

患部までのデリバリー性能を高める基本的治療製品の強化により
低侵襲治療技術の向上に貢献

当社グループの強化分野

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充



All Rights Reserved.Copyright © ASAHI INTECC CO.,LTD. 20

現在

時間軸

マーケット
ポジション

創業以来培ってきた「ステンレス加工技術」を活用

ガイドワイヤーNo.1のポジションを維持・強化

「ステンレス加工技術」+「樹脂加工技術」の活用

バルーンカテーテルやガイディングカテーテルなど

カテーテル分野での高いポジションを確立

ガイドワイヤーに加えて、カテーテル分野での拡大へ

基本的治療製品の拡充
患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充
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循
環
器
以
外

循
環
器

ガイドワイヤー カテーテル

ステンレス加工技術
ステンレス加工技術

樹脂加工技術

製品群の拡大と患部領域の拡大
患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

循
環
器
系
か
ら
循
環
器
系
以
外
へ
展
開

ガイドワイヤーに加えて、カテーテル分野での拡大
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1. ガイドワイヤーナンバーワン戦略

2. PTCAガイドワイヤーに次ぐ第2の主力製品の確立

カテーテル分野での高いポジションを確立

3. 末梢・腹部・脳血管系領域への製品展開

1. 研究開発型企業として競争力の高い独創的な製品群を開発

(Corsairに次ぐOnly One製品の開発)
2. OEM及び医療部材ビジネスの拡大

22

製品戦略の方向性
患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

Only One製品戦略

Number One製品戦略



All Rights Reserved.Copyright © ASAHI INTECC CO.,LTD. 

 ガイドワイヤーで圧倒的NO.1のポジションを構築

23

Number One製品戦略-1：ガイドワイヤー
患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

CTO
（慢性完全閉塞）

一般的な治療領域

CTO治療の普及による低侵襲治療領域自体の拡大
外科手術から低侵襲治療へのシフト

1st Choiceタイプの拡充で
治療領域のマーケット裾野を拡大

難度の高い治療領域における
当社の優位性を更に高めて盤石化
全世界での「ASAHIブランド」を強化



All Rights Reserved.Copyright © ASAHI INTECC CO.,LTD. 24

SION先端構造：当社独自の ACTONE技術 を
全てのガイドワイヤー製品(循環器・末梢・腹部・脳分野)に展開へ

Number One製品戦略-1 ：ACTONE技術の展開

Composite core : ダブルコイル構造

ACTONE技術
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Number One製品戦略-2：第二の主力製品の確立

ステンレス加工技術と樹脂コーティング技術を融合

バルーンカテーテルやガイディングカテーテルなど
カテーテル分野でのNo.1製品を創出

PTCAガイドワイヤーに次ぐ第2の主力製品を確立

PTCAバルーンカテーテル PTCAガイディングカーテル

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充
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頚動脈

鎖骨下動脈

腎動脈下肢閉塞性動脈

脳動脈

脳血管内治療用ｶﾞｲﾄﾞﾜｲﾔｰ
CHIKAI

26

Number ONE 製品戦略-3 ：末梢・腹部・脳血管系領域への製品展開

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

IVR用ﾏｲｸﾛｶﾃｰﾃﾙ
ﾊﾟｰｸｳｪｲ ｿﾌﾄ

IVR用ｶﾞｲﾄﾞﾜｲﾔｰ
CHIKAI VPTA用ｶﾞｲﾃﾞｨﾝｸﾞｶﾃｰﾃﾙ

ｼｰｽﾚｽPV
ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙｶﾞｲﾄﾞﾜｲﾔｰ

X-treme PV
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Only One製品戦略-1： 競争力の高い独創的な製品開発

循環器系
貫通カテーテル

「Corsair」

循環器系領域 Corsair進化版

末梢血管系領域 Corsair

その他

第2のCorsair(コルセア)の
確立へ

 KOLドクターからの要望・期待に応え、独創的な製品を開発
 成功事例 ： 貫通カテーテル「Corsair」 など

27

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充
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OEMビジネスの方向性

28

Only One製品戦略-2： OEMビジネスの更なる拡大

他社が追随できない
当社独自の

素材加工技術

未参入診療科ビジネスへの水平展開

ア
セ
ン
ブ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
垂
直
展
開

消化器、泌尿器、耳鼻咽喉科、

整形、歯科など

将来の自社ブランド製品化への布石

償還価格下落による他社の生産外注化

加工技術の充実、新たなコア技術の獲得

高付加価値アセンブリへ

未参入診療科ビジネスへ

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

耳鼻咽喉科用カテーテル
デリバリーシステム

（蓄膿症治療）

テルモ社との提携 (2010年8月)
ミニワイヤーの供給

TRIガイドワイヤーの開発

米国大手医療機器企業へ供給
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 販売地域の拡大～北米東海岸・欧州・中国～

 現在の医療部材販売地域は主に米国西海岸が主流

• 拠点増設により東海岸での販売を強化

 EU支店に医療部材営業員を駐在

 中国市場の医療部材ビジネスの開拓

 新たな医療部材製品の開発・販売

～既に多くのIVUSやOCTなどの画像診断装置にて
使用されているACTONEを更に進化～

IVUSイメージ
IVUSカテーテル

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

Only One製品戦略-2： 医療部材ビジネスの拡大

中国深圳CMEF展示会 2011年4月16～19日
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中期経営計画「Next Stage 2016」の基本方針

1 グローバル規模での収益基盤の強化

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

グループマネジメントの最適化

2

4

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出3
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 KOLドクターからのインプット情報に基づく開発強化・充実

 グループ内連携の強化

 朝日インテックが創業以来培ってきた「ステンレス加工技術」と
朝日インテックジーマの「樹脂加工技術」を融合

 大阪R&Dセンターを中心として、ステンレス技術・親水性コーティング技術
をはじめとした素材研究を強化・充実

31

開発力の強化

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

世界に向けて「Only One」技術や「Number One」製品を供給

ステンレス
加工技術

樹脂

加工技術



All Rights Reserved.Copyright © ASAHI INTECC CO.,LTD. 

 積極的な事業拡大を目指して他企業との戦略的提携を強化

 技術提携・M&A などを駆使して、外部から新技術を積極的に導入

 朝日インテックグループのコアテクノロジーの深耕

32

有力なパートナーとの戦略的提携の推進

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

グローバル規模での競争力確保

＋
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生産技術力の強化

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

素材研究

製品開発

生産技術

販 売

品質管理

量産製

造

～現場力・ものづくり力の強化～

 生産現場改革

 生産性向上によるコスト競争力

 重要設備の安定稼働化

 リードタイム短縮による需要変動

対応力の強化

 生産技術改革

 新製品立ち上げスピードアップ

 製品の高度化対応の工程開発

 工程ノウハウ資産化と横展開による

タイ・ハノイ工場の同品質・新製品

生産の実現
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中期経営計画「Next Stage 2016」の基本方針

1 グローバル規模での収益基盤の強化

患部・治療領域の拡大と製品ポートフォリオの拡充

素材研究・生産技術の強化によるイノベーション創出

2

3

グループマネジメントの最適化4
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「ASAHI INTECC HANOI CO., 
LTD.」 第一工場

「ASAHI INTECC THAILAND CO., LTD.」
メディカル工場 新工場

 生産拠点の状況

 海外工場への生産(量産)移管はほとんど完了

 第2の生産拠点であるハノイ工場に積極的に生産移管

 タイは旧工場から新工場に段階的に一部生産移管

素材から完成品までの一貫生産が海外工場で実現済
～中期的に充分対応可能な生産能力を確保～

35

生産拠点

グループマネジメントの最適化
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 サプライチェーンマネジメントの最適化

 日本から海外生産拠点(タイ・ハノイ工場）へ製品出荷ためのHUBオペレーションの移管

 生産計画から製品在庫管理・輸出入業務のIT化によるグローバルオペレーションの実現

 日本からローコストカントリーへの業務移管によるコスト削減

 生産拠点からの世界市場への直送によるリードタイムの短縮と需要変動対応力の強化

 グループIT機能強化によるグループ経営の効率化

36

タイから海外へ

マザー工場として
全世界への直送を実現

ベトナム

日本・EU・中国を中心にした
直送を実現

CHINA
JAPAN USA

EUROPE

THAILAND VIETNAM

日本

需要・供給計画の一元管理

SCMの最適化・グループ経営の効率化

グループマネジメントの最適化
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中期経営計画(2013年6月期までの収益目標)

12,718

15,339
15,743

17,058

20,013

1,782

2,929
3,001

3,301

4,511

1,000

3,000

5,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

2009/6期 2010/6期 2011/6期 2012/6期 2013/6期

売上高 営業利益

（計画） （計画）（計画）

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

為替の前提12/06・13/06(計画)：
US＄ 82.50円 タイバーツ 2.70円 ユーロ 110.0円 中国元12.50円
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設備投資の実績及び計画

1,373 1,373

2,374

1,688
1,752

889 885
1,024

1,218
1,343

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

09/6 10/6 11/6 12/6 13/6

設備投資額 減価償却費

13/6 （計画） ・ グループ ＩＴ ｼｽﾃﾑ 278百万円

（計画）（計画） （計画）

12/6 （計画） ・ ジーマ子会社新研究開発施設（土地） 315百万円

11/6 (計画) ・ 瀬戸工場隣地 392百万円
・ タイ新工場建物改修工事 314百万円

＊：2011/6期の設備投資計画及び減価償却費の計画につきましては、これまでの決算説明資料で表記しておりました内容から変更しております。

（百万円）
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12,718

15,339 15,743
17,058

20,013

1,052 1,304 1,808 1,987 2,179

8.3% 8.5%

11.5% 11.6% 10.9%

0%

5%

10%

15%

20%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2009/6期 2010/6期 2011/6期 2012/6期 2013/6期

売上高 研究開発費 売上高研究開発比率

39

研究開発費の推移

（％）

（計画） （計画）（計画）

売上高研究開発比率売上高・研究開発費
（百万円）
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本資料における注記事項

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】

朝日インテック株式会社 経営戦略室

TEL 052-768-1218 （Direct）
URL http://www. asahi-intecc.co.jp/

本資料に記載されている、将来の業績に関する計画、見通し、戦略などは現在入手可能な

情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。

実際の業績は、様々な重要な要素により、大きく異なる結果となりうることをご承知おき下さい。


